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1.　はじめに　
1.1.　国語学習の課題　
































しかし， 小説文 ・ 説明文 ・ 漢字の成り立ち ・




と起立の 「立」 で 「樹立」 だと分からない。 また，
「ヒガンの墓参り」 などの 「ことば」 を知らないた









Kazue Fujiwara （Tottori University Junior High School） : Learning to learn words ― Words 
and phrases to introduce people
要旨 ― 「 『ことばを学ぶこと』 とはどんなことなのか」 を実感するために， 「ことばの多様性」 を
楽しみながら， 共に学ぶ仲間づくりのできる単元学習を設定した。 実践の成果として， 学習者
の関係が深まり活発に学習できたことで， 多様な表現を楽しむ環境が整った。
キーワード ― ことばを学ぶ， ことばの多様性， 人物紹介
Abstract ― A unit learning that enables building of a circle of friends who learn together, enjoying 
“diversity of words”, was settled, to make students realize what is “learning words”.  As a result 
of the practice of the unit learning, students were able to learn actively and intimately one another 
and an environment where students can enjoy various expressions of words was consolidated. 
Key words ― word learning, Variety of the expression， introducing people
9
鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 50, March 1, 2019









また， 近年 「話し方」 「書き方」 といった技能
習得が目的となった学習が中心となり， 本質的
に 「ことば」 とは何か， どんな役目があるのか，
どんな性格かといった学習を私自身も見過ごして
きた。 だからこそ， 「ことば」 についての学習を
する必要があると感じ， 答えが一つではない学
習や， 多様な表現を楽しめる学習を取り入れた
いと考えた。 そして， 国語学習の場が 「ソウゾウ
















































階として提起した 「1 次的ことば」 でも 「2 次的














は？」 「特技は？」 「部活は？」 といったありき
たりの質問から， 「なぜそれを始めたの？」 「どう
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して続けているの？」 「一番楽しかったときは？」
といった風に， 「なぜ」 「どうして」 を繰り返して，
より具体的に相手のエピソードを引き出していくこ













































図 1.1 生徒作文 . 
図 1.2 生徒作文 .
11




















































鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 50, March 1, 2019
藤原一恵
